
 冬に種を蒔いた人参が育ち、先日子どもたちと収穫しました。そして、園庭で

クッキングをしました。葉は、園の敷地内にある柿の葉（若葉）や藤の花と一緒に

てんぷらに、人参は同じく畑でとれたスナップエンドウと一緒にゆでて食べまし

た。青空クッキングを楽しくしている時に、園児と職員が葉と人参の間の切れ端

を「ください！」ときました。「水につけて育てるんだ！」と。収穫とクッキングに

気をとられてしまっていましたが、わあー大切な事だなと思いました。 

 そこで、今月は 『 やさいは いきている そだててみよう やさいの きれはし 』 を紹介したいと思います。     

 実は、この本は2018年11月にもご紹介しています。しかし、ご存知の方も少ないと思いますので、これを機

会に再び紹介をしたいと思います。 

 やさいは みんな いきている。 りょうりのあとの きれはしだって・・・いきている。 だから、そだててあげれば 

おおきくなるんだ。 ためしてごらん。 まずは、にんじん！ 

 まさしく、人参！！でお試し中の園の人参も、緑のやわらかい葉っぱがでてきています。 少しづつ成長する

人参を子どもも大人もみんな楽しみに見守っています。 

 おうちでも、すてる野菜の切れ端があったら、ぜひお試しください。野菜は言葉はしゃべれませんし、動きもし

ませんが、ちゃんと「生きている」ことを感じることが、きっとできると思いますよ♪ 
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